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Abstract 
The ELMOS satellite constellation is composed by one small satellite and 4-5 microsatellites. The ELMOS main satellite 
is a typical aeronomy satellite, however, GPS occultation receiver, impedance probe and electron temperature probe are 
equipped for all the satellites. Its mission objectives are improvement of weather forecast accuracy, scientific research 
from the ionosphere to the lithosphere and engineering applications of space environment monitor and space weather.

1. はじめに 
2006 年に宇宙理学委員会に提案した地球電磁環境

モニター衛星：ELMOS は単一衛星の提案であったが、

JAXA が実施中のアジア太平洋地域のための衛星計

画：STAR 計画に対し、2009 年に GPS 掩蔽・電子密

度・電子温度同時観測を実施するマイクロ衛星：

SeismoSTAR を提案し、STAR 計画室の初期検討結果

として 50kg 級衛星でフィージビリティを確認した。

同年 11 月に開催された国際標準電離層ワークショッ

プで SeismoSTAR 構想を発表し、国際標準電離層タ

スクグループよりサポート・レターを獲得した 1)。 

 そこで ELMOS 衛星群は小型科学衛星バスの主衛

星と 4～5 機の子衛星で構成され、全ての衛星に GPS
掩蔽受信機・電子密度・電子温度プローブを搭載す

る予定である（図１）。 

 
図１ ELMOS 衛星群の構成例 

 
平成 16 年 9 月 9 日、第 39 回総合科学技術会議で

決定された「我が国における宇宙開発利用の基本戦

略」においても、気候変動メカニズムの解明と予測、

気候変動影響の検知と予測、災害の予知・予測など

実社会に役立つデータを科学的知見を活用して引き

出し、その提供を推進することが明記されており、

ELMOS 衛星群はその一つの解答となり得るもので

ある。 

2. 目的 
ELMOS 衛星群の目的は、(1)実利用：高精度かつシ

ンプルでキャリブレーションフリーの観測手法であ

る GPS 掩蔽観測技術の確立及び気象予測精度の向上、

(2)科学研究：電離圏・中間圏・大気圏・地圏及び海

洋の多分野横断的研究、(3)工学利用：宇宙環境・宇

宙天気分野への貢献である。 
GPS 掩蔽観測データは、全球モデルの予報を大幅

に改善することが実証されており、気象庁は GPS 掩

蔽観測結果を気象庁全球数値予デルに同化する開発

を進めている 2, 3)。ELMOS 衛星群が提供する本デー

タは、気象予測精度改善への利用が期待されるとと

もに、シンプルでキャリブレーション・フリーの GPS
掩蔽観測により、低コストで長期間にわたって安定

的に地球環境のモニタリングを実現する 4)。 
特に GPS 掩蔽と電子密度・温度の同時観測は、電

子密度の正確な鉛直分布を知る上で必要不可欠であ

り、大気圏情報と電離圏情報を分離する観点でも同

時測定は必須である。そして、我が国のユニークな

電子密度・電子温度プローブよってもたらされる高

精度の電離圏情報は、国際標準電離層モデルへの貢

献が期待されており、地圏－大気圏―電離圏結合の

研究に大きな進展をもたらすものと考えている 5, 6)。 
また工学的には、低軌道の宇宙環境を継続的にモ

ニターすることにより、宇宙環境モデルを適時アッ

プデートし、将来の衛星設計に反映させるとともに、

宇宙天気予報への利用が期待できる。 
 
表 1 に ELMOS 主衛星ミッション機器一覧（案）

を示す。子衛星には GPS 掩蔽受信機、電子密度プロ

ーブ及び電子温度プローブが搭載される。 
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表 1 ELMOS 主衛星ミッション機器一覧（案） 

GPS receiver 大気圏―電離圏の掩蔽観測 

Impedance probe 電子密度測定 

Temperature probe 電子温度測定 

VLF reciever VLF 帯電磁波測定 

Electric Probes 三成分電場測定 

CCD camera 大気光・雷等の光学観測 

Particle detecter エネルギー粒子測定 

Topside sounder 電離圏トップサイド測定 

Mass analyzer イオン・中性大気分析 

Plasma drift meter プラズマドリフト方向測定 

Magnetometer 三成分磁場測定 

TEDA 技術データ取得装置 
* 子衛星は GPS 受信機・電子温度・電子密度プローブを搭載 

 

小型科学衛星バスによる地球観測ミッションの実

施は、低コストで打上げ機会を増やすという点で、

小型地球観測衛星のみならず、小型科学衛星シリー

ズ及びロケット全分野における信頼性向上と、量産

効果によるコストの低減、そして研究開発衛星から

現業衛星へ繋げるという「よい循環」が期待できる。

そしてもう一つの意義は、衛星開発のハードルが下

がることで、これまで実施しにくかった革新的・先

鋭的ミッションを実施できる可能性が高まるという

ことである。 

平成 22 年 5 月 25 日に開催された宇宙開発戦略本

部会合（第４回）で審議された「宇宙分野における

重点施策について」においても(1)小型衛星・小型ロ

ケットによる新たな市場の開拓、(2)衛星・センサー

のシリーズ化の推進、(3)リアルタイムの地球観測衛

星網の構築等が謳われており、本提案はこれら施策

に貢献することが可能である。 

3. ELMOS の目指すもの 
世界初の GPS 掩蔽・電子密度・電子温度同時観測

衛星群による電離圏・中間圏・大気圏・地圏及び海

洋にわたる領域の気象利用から大気圏・電離圏科学

研究及び宇宙天気・宇宙環境の工学的利用を可能と

する多分野横断的観測を実現する。 
 特に GPS 掩蔽観測がもたらす気象予報精度改善と

いう実利用分野への貢献が約束された課題解決力の

高い衛星提案であるばかりか、電離圏科学、超高層

物理、大気科学、大気電気学、地震電磁気学及び海

洋学等における多分野横断的・学際的研究の進展が

期待でき、宇宙環境・通信・測位等の工学的利用価

値も高い。 

 戦略的には低価格の小型衛星を主衛星にすること

により宇宙実証機会の増加、地球観測ミッションの

継続性確保、超小型衛星の打上げ機会提供及び H-IIA
ロケット打上げ機会の増加により、信頼性の向上と

低コスト化を両立させつつ、我が国の宇宙産業の裾

野の拡大と強化を実現することが可能となる。（Start 
Small, Finish Big） 
 そして我が国は世界的にも地震・火山活動が活発

であり、地震予知は国として世界に率先して取り組

むべき重要な責務といえる 7)。その前にはまず、地震

前電離圏変動が信頼できる前駆現象として立証され

なければならない。必要なデータは、電離圏から大

気圏までの領域の科学研究・工学的利用にとって大

きな価値を有している。観測に必要な機器は、いず

れも我が国の宇宙科学衛星で実績のある高精度・シ

ンプルかつ安価な装置であり、その整備は技術的に

も経済的にも十分可能である。 
我が国の地球観測の基幹観測システムとして整備

するに相応しい能力と発展性を有し、地震前電離圏

擾乱の立証という地球科学の新たな知見を拓くため、

オール JAXA・オール Japan 体制により、我が国の宇

宙開発の未来を拓く小型衛星群：ELMOS コンステレ

ーションの早期実現を目指す。 
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